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国分寺市でのペンシルロケット水平発射実験成功から60年の時を越えてつなぐ想い国分寺市でのペンシルロケット水平発射実験成功から60年の時を越えてつなぐ想い

プロフィル　阪本 成一さん（国立天文台教授）
東京大学大学院理学系研究科博士課程修了。博士（理学）。
専門は電波天文学と科学コミュニケーション。国立天文台
助教授、JAXA宇宙科学研究所教授を経て平成26年8月から
現職。66台のアンテナを組み合わせる世界最大の電波望遠
鏡「アルマ」を建設するアルマ計画の中心メンバーであり、
日本の宇宙科学技術史の調査も手掛けている。講演・執筆
活動、テレビ番組出演などでも活躍。

■ 申込書での申し込み
① 左の申込書（コピー可）を切り取って記入し、ハガキに貼り付けるか封書に入れて
　郵送で〒185-8501財政課へ
② A4用紙に貼り付けて█FAX（042）325-1380または直接財政課（市役所第3庁舎）へ
■ インターネットからの申し込み
 ふるさとチョイス█HPhttp://www.furusato-tax.jp/japan/prefecture/13214
から※右のQRコードからもアクセスできます
★ 本市に10万円以上（連続した2年で分割可）のご寄附をいただいた方が
対象となります。
★ 確定申告またはふるさと納税ワンストップ特例制度の申請（以下「確定申告等」）を
することで、寄附金控除を受ける（下表例参照）ことができます。

給与収入
（＊1）

全額（＊2）控除される
ふるさと納税額（年間目安額）

寄附の
回数・金額

確定申告等の
回数 実質負担額

ケース1 700万円 11万8千円 1回10万円 1回 2千円
ケース2 450万円 05万8千円 2回05万円 2回 4千円

（＊1）ふるさと納税を行う方の家族構成が、独身または共働き（子どもなしまたは中学生以下の子どもがいる場合も含む）の場合
（＊2）2千円を除く
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ふるさと納税ふるさと納税のお礼にのお礼に
ペンシルロケットレプリカペンシルロケットレプリカを贈りますを贈ります
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市民の方もお申し込みできます市民の方もお申し込みできます

国分寺市は日本の宇宙開発発祥の地

●新 ●連 ●載

→市政戦略室（内441）

JAXA宇宙科学研究所共催 ・ 1,000機限定

寄贈された機体を特別に展示します寄贈された機体を特別に展示します
　市のペンシルロケット企画展を新聞記事でご覧になった方から「一部が木のペ
ンシルロケットを持っているので見てほしい」と連絡がありました。
　阪本成一さんが鑑定し、尾翼部分が当時の実験で使用されたことが確認され、
４月に行われた市の企画展で展示しました。企
画展後も、「日本の宇宙開発発祥の地で多くの方
に見てほしい」というご厚意で、市に寄贈され
ました。
　この機体を、平成28年１月４日（月）～29日
（金）に、市役所市民課ホール（国分寺市観光協
会ケース内）で展示します。

特別企画特別企画

　今年、この国分寺の地で、日本初のペンシルロケット水
平発射実験が成功してから60年の節目を迎えました。
　小さいボディに知恵と技術を詰め込んで飛んだペンシル
ロケットには、未来の世代に語り継ぎたい歴史と想いが込
められています。今号から、当時の実験に関わった方々を
はじめ、ペンシルロケットに関わるさまざまな分野の方か
らのメッセージを紹介します。
　記念すべき初回は、国立天文台教授の阪本成一さんです。
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第1回　阪本成一さん第1回　阪本成一さん（国立天文台教授）（国立天文台教授）

平和目的に限り進められてきた平和目的に限り進められてきた

日本のロケット開発の歴史は、日本のロケット開発の歴史は、

世界に誇り、記憶されるべきもの世界に誇り、記憶されるべきもの

新連載


